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平
成
二
十
六
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ 

　
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
平

成
二
六
年
度
評
議
員
会
が
五
月
二
〇
日
（
火)

、

秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
評
議
員
会
に
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井

啓
一
様
、
秋
田
県
消
防
学
校
長
中
村
基
様

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
評
議

員
一
八
名
、
理
事
・
監
事
一
六
名
が
出
席

し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
殉
職
さ
れ
た
消
防
職
員
・
団
員

の
御
霊
に
黙
祷
を
献
げ
、
引
き
続
き
中
田

会
長
が
あ
い
さ
つ
、
堀
井
副
知
事
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
議
事
に
入
り
、
平
成
二
五
年
度
会
計
決

算
や
役
員
等
の
選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
開
催
し
た
臨
時
理

事
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
副

会
長
の
選
任
に
つ
い
て
協
議
し
、
会
長
に

中
田
潤
氏
、
副
会
長
に
草
⦌
忠
誠
氏
、
成

田
十
喜
男
氏
、
海
野
達
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

  

    

　
ご
来
賓
並
び
に
評
議
員
の
皆
様
に
は
、

当
協
会
の
運
営
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
三
点

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
先
ず
、
一
一
月
二
五
日
東
京
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
記
念
大
会
で
あ
り
ま
す

が
、
本
県
か
ら
四
五
〇
名
参
加
し
ま
し
た
、

各
消
防
団
の
結
束
力
が
一
層
強
ま
っ
た
良

い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
二
点
目
は
、
「
ま
と
い
」
の
受
章
で
あ

り
ま
す
。
大
仙
市
消
防
団
は
も
と
よ
り
、

我
々
消
防
関
係
者
に
と
り
ま
し
て
も
、
こ

の
上
な
い
喜
び
と
感
動
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
三
点
目
は
、
一
二
月
に
新
し
い
法
律
が

制
定
さ
れ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

我
々
消
防
団
に
と
り
ま
し
て
、
画
期
的
な

出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
よ
り
公
共
性
の
高
い
協
会

を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     

　 

　
平
成
二
六
年
度
評
議
員
会
の
開
催
を

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

に
は
日
ご
ろ
か
ら
安
全
・
安
心
な
地
域

を
守
る
た
め
、
献
身
的
な
ご
努
力
を
頂

戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
日
本
海
中
部
地
震
か
ら
数
え

て
三
〇
年
と
い
う
心
を
新
た
に
す
る
節
目

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
と

と
も
に
、
県
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
る
地
震
災
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
改
め

て
思
い
を
い
た
し
、
そ
し
て
ま
た
、
地
域

の
防
災
体
制
の
見
直
し
に
臨
ん
だ
一
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

　
八
月
の
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
豪
雨
災
害
、
一
一
月
由
利
本
荘
市
で
の

土
砂
崩
れ
な
ど
消
防
の
皆
様
に
は
救
出
活

動
な
ど
に
本
当
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。 

　
今
年
に
入
り
、
火
災
で
は
死
者
数
が
一

八
名
と
危
機
的
な
状
況
で
あ
り
ま
す
、
火

災
予
防
に
対
す
る
皆
様
の
更
な
る
ご
努
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
長
あ
い
さ
つ 

来

賓

祝

辞 

秋
田
県
消
防
協
会
長 

　
中

田
　
　
潤 

秋
田
県
副
知
事 

　
堀
井
　
啓
一 

新
し
い
役
員
を
選
出

新
し
い
役
員
を
選
出 

平
成
二
六
年
度

平
成
二
六
年
度 

新
し
い
役
員
を
選
出 

平
成
二
六
年
度 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 
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■
承
認
さ
れ
た
議
案 

　
①
平
成
二
五
年
度
事
業
の
概
要
報
告 

　
②
平
成
二
五
年
度
会
計
決
算 

　
③
監
査
報
告 

 

■
役
員
等
の
選
任 

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事 

　
　
黒
　
澤
　
文
　
男 

　
　
　
　
鹿
角
市
消
防
団
長 

　
　
成
　
田
　
十
喜
男 

　
　
　
　
大
館
市
消
防
団
長 

　
　
中
　
田
　
　
　
潤 

　
　
　
　
能
代
市
消
防
団
長 

　
　
齊
　
藤
　
和
　
雄 

　
　
　
　
八
郎
潟
町
消
防
団
長 

　
　
海
　
野
　
達
　
雄 

　
　
　
　
秋
田
市
消
防
団
長 

　
　
周
　
防
　
彦
　
宗 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
団
長 

　
　
草
　
⦌
　
忠
　
誠 

　
　
　
　
大
仙
市
消
防
団
長 

　
　
稲
　
葉
　
盛
　
榮 

　
　
　
　
横
手
市
大
森
消
防
団
長 

　
　
近
　
野
　
宗
　
一 

　
　
　
　
湯
沢
市
消
防
団
長 

　
　
渡
　
辺
　
雅
　
人 

　
　
　
　
秋
田
県
総
合
防
災
課
長 

　
　
小
　
林
　
博
　
美 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
長
会
会
長 

　
　
三
　
浦
　
　
　
肇 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
長
会
副
会
長 

　
　
泉
　
　
　
　
　
篤 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
長
会
副
会
長 

　
　
高
　
橋
　
尚
　
文 

　
　
　
　
秋
田
県
消
防
協
会
事
務
局
長 

　
　
（
任
期
は
、
平
成
二
八
年
度
定
時
評

　
　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
） 

 

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
評
議
員 

　
　
佐
　
藤
　
久
　
仁 

　
　
　
　
大
館
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
高
　
橋
　
　
　
進 

　
　
　
　
北
秋
田
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
伊
　
藤
　
　
　
豊 

　
　
　
　
五
城
目
町
消
防
本
部
次
長 

　
　
横
　
田
　
定
　
和 

　
　
　
　
秋
田
市
消
防
団
副
団
長 

　
　
佐
々
木
　
助
　
行 

　
　
　
　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
消
防
長 

　
　
佐
々
木
　
久
　
悦 

　
　
　
　
仙
北
市
消
防
団
長 

　
　
高
　
橋
　
禎
　
悦 

　
　
　
　
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
次
長 

　
　
（
任
期
は
、
平
成
二
八
年
度
定
時
評

　
　
　
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
） 

 

■
報
告
事
項
等 

①
平
成
二
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算 

②
平
成
二
七
年
度
消
防
大
会
の
開
催
支

部 

　
　
※
第
六
八
回
大
会
は
、
大
館
北
秋
田

　
　
　
支
部
で
開
催
し
ま
す
。 

③
第
五
一
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出

場
順 

 

　
会
員
相
互
の
共
存
共
栄
と
、
親
睦
融
和
、

消
防
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
事
業

で
す
。               

■
掛
　
金
　
一
人
年
額
三
〇
〇
円 

■
事
業
の
種
類 

　
①
罹
災
見
舞
金 

会
員
が
火
災
、
地
震
等
の
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
と
き
に
贈
呈 

　
②
弔
慰
・
傷
痍
見
舞
金 

会
員
等
が
死
亡
し
た
と
き
又
は
職
務

の
た
め
傷
痍
を
受
け
た
と
き
贈
呈 

　
③
結
婚
祝
い
金 

会
員
が
結
婚
し
た
と
き
贈
呈 

第51回秋田県消防操法大会出場順 

鹿 角  

大 館 北 秋 田  

能 代 市 山 本 郡  

男 鹿 潟 上 南 秋  

秋 田 市  

由 利 本 荘 に か ほ  

大 仙 仙 北 美 郷  

横 手 市  

湯 沢 市 雄 勝 郡  

3 

7 

6 

1 

4 

9 

2 

8 

5

2 

4 

3 

5 

1 

7 

 

6

小型ポンプ操法の部 種目等 支部名 ポンプ車操法の部 

※ ９月4日（木）　秋田県消防学校で実施 

①罹災見舞金                                                                                    

       損 害 程 度   　損　害　額 見舞金 

 住家の全焼又は全壊  10万円 

 住家の半焼又は半壊 200万円  ６万円 

   100～200万円 ４万円 

   20～100万円未満  ２万円 

 非住家の焼失又は損壊 200万円 ３万円 

 家財の焼失又は損壊 100～200万円 ２万円 

   20～100万円未満 １万円 

②弔慰・傷痍見舞金                                                                              

 区分 　　　　死亡及び傷痍の区分    見舞金 

 会員 職務のため 死亡 ２万円 

     傷痍を受けて重度障害 ２万円 

     傷痍を受けて1ヶ月以上休養 １万円 

   在職中死亡   １万円 

 会員 災害防止のため死亡  ２万円 

 以外 災害防止のため傷痍を受けて重度障害  ２万円 

   災害防止のため傷痍を受けて医療長期にわたった  １万円 

③結婚祝い金    

 結婚祝い金    １万円 

見舞金等の基準 見舞金等の基準 

＝（
公
財
）秋
田
県
消
防
協
会
＝ 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

＊見舞金等は特別の事情がない限り、支払い事由が発生してから1年間交付
　申請がないものは、その効力を喪失します。 
　支払い事由が発生したら早めに申請して下さい。 
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公益財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員 

役　職 

〔理　事〕 

所属・階級等 

能代市消防団　団長 

大仙市消防団　団長 

大館市消防団　団長 

秋田市消防団　団長 

秋田県総務部総合防災課 課長 

鹿角市消防団　団長 

横手市大森消防団　団長 

湯沢市消防団　団長 

由利本荘市消防団　団長 

八郎潟町消防団　団長 

秋田市消防本部　消防長 

 

 

秋田県消防協会　事務局長 

氏　　名 

中　田　　　潤 

草　⦌　忠　誠 

成　田　十喜男 

海　野　達　雄 

渡　辺　雅　人 

黒　澤　文　男 

稲　葉　盛　榮 

近　野　宗　一

周　防　彦　宗

齊　藤　和　雄

小　林　博　美

三　浦　　　肇

泉　　　　　篤

高　橋　尚　文

大曲仙北広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

能代山本広域市町村圏組合 
消防本部　消防長 

会　　長 

副 会 長 

〃 

〃 

理　　事 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

業務執行理事 

役　職 

〔監　事〕 

所属・階級等 

小坂町消防団　団長 

男鹿市消防団　団長 

横手市山内消防団　団長 

科　　　　　目  

経常収益計 

主な内訳 

 

 

 

 

 

 

経常費用計 

主な内訳 

 

 

 

 

 

 

 

当期経常増減額 

【他会計振替額】 

当期一般正味財産増減額 

一般正味財産期首残高 

一般正味財産期末残高 

主な内訳 

公益事業 共益事業 管理事業 内部取引 合　　計 

15,202,970 

750 

0 

346,500 

7,605,980 

2,841,000 

3,279,000 

1,129,740 

20,111,222 

6,344,045 

3,845,655 

1,291,486 

1,851,108 

1,849,680 

1,701,233 

0 

3,228,015 

△ 4,908,252 

2,689,970 

△ 2,218,282 

9,121,837 

6,903,555 

3,000,000

13,758,982 

0 

5,683,800 

0 

5,506,184 

1,374,000 

1,174,000 

20,998 

7,078,746 

2,265,288 

388,867 

2,197,593 

328,051 

0 

0 

1,580,000 

318,947 

6,680,236 

△ 2,689,970 

3,990,266 

101,378,117 

105,368,383 

0

2,890,623 

0 

0 

0 

584,000 

892,523 

1,403,000 

11,100 

4,494,530 

2,690,397 

198,280 

192,354 

0 

0 

0 

0 

1,413,499 

△ 1,603,907 

0 

△ 1,603,907 

2,431,813 

827,906 

0

31,852,575 

750 

5,683,800 

346,500 

13,696,164 

5,107,523 

5,856,000 

1,161,838 

31,684,498 

11,299,730 

4,432,802 

3,681,433 

2,179,159 

1,849,680 

1,701,233 

1,580,000 

4,960,461 

168,077 

0 

168,077 

112,931,767 

113,099,844 

3,000,000

基本財産受取益 

受取会費（掛金） 

事業収益 

受取補助金等 

受取負担金 

受取寄付金（会費） 

その他経常収益 

 

給与等 

旅費交通費 

備品消耗品費 

印刷製本費 

支払助成金 

委託費 

見舞金支出 

その他経常費用 

 

 

 

 

 

基本財産 

氏　　名 

成　田　俊　昭 

鈴　木　　　清 

⠷　階　健太郎 

監　　事 

〃 

〃 

役　職 

〔評議員〕 

関係する消防機関等 
羽後町消防団 

鹿角市消防団 

小坂町消防団 

鹿角広域行政組合消防本部 

北秋田市消防団 

上小阿仁村消防団 

大館市消防本部 

北秋田市消防本部 

三種町消防団 

八峰町消防団 

五城目町消防団 

大潟村消防団 

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 

湖東地区行政一部事務組合消防本部 

五城目町消防本部 

秋田市消防団 

秋田市消防団 

由利本荘市消防団 

にかほ市消防団 

由利本荘市消防本部 

にかほ市消防本部 

仙北市消防団 

美郷町消防団 

横手市横手消防団 

横手市大雄消防団 

横手市消防本部 

東成瀬村消防団 

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 

氏　　名 
佐　藤　金　一 

割　石　博　之 

澤　口　紀　夫 

米　田　　　均 

金　田　咲　美 

北　林　義　⫝̸ 

佐　藤　久　仁 

高　橋　　　進 

金　子　忠　夫 

本　多　　　健 

一　関　鐐　一 

池　田　　　彰 

天　野　正　廣 

伊　藤　　　繁 

伊　藤　　　豊 

備　後　孫　忠 

横　田　定　和 

石　綿　喜代隆 

佐々木　　　護 

佐々木　助　行 

伊　東　善　輝 

佐々木　久　悦 

⫝̸　橋　正　尚 

泉　　　信　一 

佐々木　一　義 

伊　藤　弘　明 

佐々木　謙　吉 

高　橋　禎　悦 

評議員長 

評 議 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

（平成２6年５月２0日現在） 

平成25年度決算〔正味財産増減計算書内訳表〕 
（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

秋
田
県
消
防
互
助
会
事
業 

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成26年６月15日（毎月１回15日発行） №724



　
消
防
学
校
に
入
学
し
て
早
く
も
一
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
授
業
で
は
、
頭

で
思
い
描
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
、
実
際

の
技
術
が
伴
わ
ず
、
何
度
も
注
意
さ
れ
、

時
に
は
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
。
た
と
え

ど
ん
な
に
辛
く
と
も
自
分
の
中
に
は
、
消

防
士
に
な
れ
た
幸
せ
や
喜
び
、
そ
し
て
誇

り
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
大
学
時
代
、
友

人
が
遊
ん
で
い
る
時
、
そ
の
誘
惑
に
脇
目

も
ふ
ら
ず
消
防
士
に
な
る
と
い
う
一
心
で

予
備
校
に
通
い
詰
め
た
。
そ
う
し
て
よ
う

や
く
つ
か
ん
だ
夢
で
あ
る
。
今
こ
の
気
持

は
絶
対
消
え
る
こ
と
は
な
い
し
、
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
る
。 

　
授
業
は
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
と
て
も

貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
訓
練
中
に
教
官
の

方
が
、
「
そ
ん
な
の
で
、
人
の
命
を
助
け

ら
れ
る
の
か
。
自
分
の
命
を
守
れ
る
の
か
。」

と
い
う
言
葉
に
、
消
防
と
い
う
責
務
の
大

き
さ
が
理
解
で
き
る
。 

　
私
た
ち
は
消
防
職
員
で
あ
り
、
規
律
正

し
い
生
活
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
活
の

中
で
の
一
つ
一
つ
の
見
落
と
し
に
関
し
て

も
、
そ
の
ミ
ス
が
現
場
に
繋
が
る
も
の
だ

と
思
い
、
寮
で
の
生
活
か
ら
気
を
引
き
締

め
た
い
。
こ
れ
か
ら
消
防
生
活
二
ヶ
月
目

が
始
ま
る
、
よ
り
自
分
に
厳
し
く
毎
日
を

充
実
さ
せ
た
い
。 

　
今
月
は
消
防
学
校
で
過
ご
す
初
め
て
の

月
で
、
全
て
の
こ
と
に
緊
張
し
た
。
初
め

に
行
っ
た
の
は
整
容
指
導
で
し
た
。
前
の

人
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
直
し
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
自
分
の
番
に
な
る
と
同

じ
事
を
指
摘
さ
れ
た
。
入
校
式
の
訓
練
で

は
、
手
の
振
り
、
足
の
上
げ
方
な
ど
を
指

導
さ
れ
、
改
め
て
学
校
の
厳
し
さ
を
思
い

知
っ
た
。
次
の
週
に
は
、
初
の
授
業
と
日

直
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
だ
け
で
精
一
杯

な
の
に
、
日
直
の
通
常
業
務
が
あ
り
、
忙

し
い
一
日
と
な
っ
た
。
体
力
測
定
も
あ
り

今
の
自
分
の
体
力
が
分
か
っ
た
と
と
も
に
、

日
々
の
訓
練
や
体
力
錬
成
を
頑
張
り
次
回

の
体
力
測
定
で
は
、
今
回
の
結
果
を
上
回

る
よ
う
に
し
た
い
。
座
学
で
は
、
消
防
法
、

機
械
の
名
称
な
ど
初
め
て
聞
く
こ
と
だ
ら

け
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
気
が
抜
け
な
か
っ

た
。
消
防
法
、
消
防
制
度
、
危
険
物
、
消

防
機
械
ポ
ン
プ
の
授
業
は
、
現
場
に
戻
っ

て
か
ら
先
輩
方
と
同
じ
よ
う
に
働
け
る
よ

う
に
な
る
た
め
日
々
集
中
し
、
全
て
吸
収

す
る
と
い
う
気
持
で
頑
張
っ
た
。
効
果
測

定
で
は
、
あ
ま
り
良
い
結
果
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
空
い
て
い
る
時
間
を
有
効
に
利

用
し
、
十
位
以
内
に
入
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
。
来
月
は
、
四
月
の
反
省
を
活
か

し
、
良
か
っ
た
点
が
増
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。 

第
六
八
期
初
任
教
育

　
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
、
不
安
が
あ
っ

た
り
、
生
活
に
慣
れ
な
か
っ
た
り
と
、
訓

練
が
あ
ま
り
身
に
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
加
え
て
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、

最
初
の
一
、
二
週
間
は
と
て
も
苦
労
し
た
。 

　
訓
練
礼
式
は
、
入
校
前
か
ら
署
で
や
っ

て
き
て
い
た
が
、
人
数
も
少
な
く
基
本
中

の
基
本
の
動
き
し
か
訓
練
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
み
ん
な
よ
り
動
き
が
遅
い
し
、

次
の
動
き
も
全
然
頭
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
部
屋
で
練
習
し
て
、
み
ん
な

に
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
必
死
で
や
っ

た
。
指
揮
も
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
は
な
い

が
、
い
つ
で
も
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。 

　
署
で
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
小
型
ポ

ン
プ
操
法
や
三
連
梯
子
な
ど
も
こ
の
一
ヶ

月
で
や
っ
た
。
経
験
者
の
操
法
は
、
動
き

の
機
敏
さ
や
一
つ
一
つ
の
動
き
が
す
ご
く

て
圧
倒
さ
れ
た
。
私
も
早
く
周
り
に
教
え

て
あ
げ
ら
れ
る
位
ま
で
操
法
を
覚
え
た
い
。

ま
た
、
そ
の
訓
練
の
時
だ
け
し
っ
か
り
や

る
だ
け
で
な
く
、
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
聞

い
た
り
調
べ
た
り
と
空
い
て
い
る
時
間
、

自
習
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。                           

　
五
月
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
る
、

だ
ら
け
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

生
活
を
送
り
た
い
。 

　
第
六
八
期
初
任
教
育
の
入
校
生
が
、
四

月
一
一
日
に
入
校
し
て
か
ら
も
う
二
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。 

　
入
校
当
初
、
全
く
未
知
の
分
野
で
あ
る

消
防
の
教
育
訓
練
へ
の
不
安
、
寮
で
の
共

同
生
活
へ
の
戸
惑
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
今
で
は
み
ん
な
が
協
力
し
て
日
々
の

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
教
育
訓
練
も
五
月
に
入
る
と
、
体
力
錬

成
、
礼
式
訓
練
か
ら
消
防
基
礎
技
術
の
習

得
へ
と
移
行
し
、
現
在
で
は
、
空
気
呼
吸

機
器
取
扱
訓
練
、
身
体
結
索
訓
練
な
ど
の

実
技
訓
練
が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
消
防
学
校
か
ら
「
一
ヶ

月
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
た
作
文
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

秋
田
県
消
防
学
校 

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 

齊
藤
　
　
和 

(

秋
田
市
消
防
本
部)

千
葉
　
　
優 

 (

大
館
市
消
防
本
部)

浅
野
　
喜
孝 

 (

北
秋
田
市
消
防
本
部)
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四
月
に
入
っ
て
学
校
に
入
学
し
て
か
ら

一
ヶ
月
が
経
っ
た
が
、
寮
の
生
活
と
同
期

の
人
と
も
慣
れ
て
き
て
、
楽
し
く
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
授
業
の
ノ
ー
ト
の
と
り

方
等
が
分
か
っ
て
き
た
。
訓
練
等
の
外
の

授
業
で
は
、
分
か
り
や
す
く
操
法
を
教
え

る
の
は
難
し
い
が
、
自
分
も
薄
々
と
し
か

覚
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
す
る

の
で
、
復
習
の
た
め
に
も
し
っ
か
り
と
配

ら
れ
た
プ
リ
ン
ト
等
を
見
て
、
も
う
一
度

一
か
ら
勉
強
し
て
い
き
た
い
。 

　
初
め
て
の
効
果
測
定
で
、
あ
ま
り
良
い

点
数
を
取
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
次
の

テ
ス
ト
で
は
気
合
い
を
入
れ
て
や
り
た
い
。

寮
で
初
め
て
同
じ
部
屋
の
人
と
顔
を
合
わ

せ
た
と
き
は
、
す
ご
く
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

の
が
、
一
週
間
同
じ
部
屋
で
寝
た
だ
け
な

の
に
、
今
で
は
連
絡
先
ま
で
あ
る
の
で
、

休
日
中
連
絡
し
合
っ
て
い
る
。       

　
今
月
か
ら
教
官
の
方
達
も
本
腰
を
入
れ

て
や
る
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
月
を
重
ね

る
ご
と
に
、
ど
ん
ど
ん
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
た
く
さ
ん
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。                             

　
四
月
は
み
ん
な
も
何
が
な
ん
だ
か
分
か

ら
な
い
状
態
だ
っ
た
と
思
う
の
で
、
今
月

は
先
月
よ
り
内
容
の
濃
い
訓
練
と
授
業
を

や
っ
て
い
き
た
い
。 

　
入
校
前
、
訓
練
や
勉
強
、
寮
生
活
等
に

対
し
て
期
待
と
不
安
が
あ
っ
た
。
四
月
八

日
、
消
防
学
校
へ
向
か
う
車
中
で
、
同
期

の
仲
間
と
会
話
を
交
わ
す
中
で
、
「
こ
れ

か
ら
頑
張
ろ
う
。
」
と
話
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
の
基

礎
に
な
る
消
防
学
校
生
活
を
有
意
義
に
ス

ト
イ
ッ
ク
に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
だ
っ
た
。 

　
最
初
の
連
休
を
終
え
、
本
格
的
に
授
業

が
始
ま
っ
た
。
座
学
も
訓
練
も
礼
式
も
、

や
は
り
思
っ
て
い
た
よ
り
も
身
体
的
、
精

神
的
に
疲
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
座
学
で
は
、

消
防
関
係
の
専
門
用
語
ば
か
り
で
、
最
初

は
、
中
々
頭
に
入
っ
て
こ
ず
、
大
変
だ
っ

た
た
め
授
業
で
教
官
が
言
う
こ
と
、
書
く

こ
と
を
、
一
つ
も
見
落
と
す
こ
と
な
く
、

授
業
を
受
け
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

訓
練
で
は
人
数
が
多
い
た
め
、
見
学
す
る

時
間
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
他
の
学
生
が

訓
練
し
て
い
る
時
や
教
官
が
手
本
を
示
し

て
い
る
と
き
に
、
技
を
盗
め
る
よ
う
に
し

て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
訓
練
の
中
で
、
最

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
結
索
で
あ

る
。
毎
日
部
屋
の
仲
間
、
所
属
の
仲
間
と

共
に
練
習
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
。
も
や
い
結
び
や
巻
き
結
び
等
、
基
本

的
な
も
の
を
し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
。  

　
入
校
し
て
か
ら
約
一
ヶ
月
が
経
過
し
た
。

今
ま
で
の
学
校
生
活
と
は
違
い
、
全
く
知

識
の
無
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
今
は
つ
い
て

行
く
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

つ
い
て
い
く
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い

と
思
う
。
実
技
に
し
て
も
、
し
っ
か
り
と

予
習
し
て
き
て
い
る
人
は
、
全
体
の
流
れ

を
つ
か
ん
で
い
た
。
予
習
を
し
て
き
て
い

な
い
人
は
、
何
も
分
か
ら
ず
に
勝
手
に
動

い
て
、
注
意
を
さ
れ
て
い
た
。
消
防
士
が

現
場
で
勝
手
に
動
く
と
自
分
の
命
も
危
な

い
し
、
仲
間
の
命
も
危
な
い
の
で
、
勝
手

に
は
行
動
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
同
じ
事

を
何
回
も
注
意
さ
れ
て
い
る
と
前
に
は
進

む
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
は
ミ
ス
し
て

も
一
回
だ
け
で
、
そ
の
後
は
ミ
ス
を
し
な

い
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
四
月
の
主
な
外
で
の
授
業
は
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
だ
っ
た
。
な
ん
と
か
一
ヶ
月
が

経
ち
、
見
栄
え
も
良
く
な
っ
て
き
た
。
小

型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
に

も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
た
の
で
、

し
っ
か
り
と
覚
え
、
他
の
隊
員
も
で
き
る

よ
う
に
部
屋
で
教
え
合
っ
て
、
部
屋
全
体

で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
質
の
高
い
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。 

　
一
ヶ
月
が
経
過
し
、
私
は
消
防
学
校
に

何
を
し
に
来
て
い
る
の
か
を
今
一
度
考
え
、

今
後
も
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
。 

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
一
ヶ
月
が
経
ち
、

感
じ
た
こ
と
は
第
一
に
、
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
こ
と
だ
。
入
校
し
て
か
ら
は
、
毎

日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
自

分
自
身
が
成
長
し
た
点
を
聞
か
れ
た
ら
、

胸
を
張
っ
て
応
え
ら
れ
る
部
分
が
ま
だ
な

い
。
こ
の
ま
ま
半
年
間
が
過
ぎ
て
い
っ
て

は
、
消
防
人
と
し
て
の
成
長
は
で
き
な
い

し
、
今
ま
で
の
自
分
を
超
え
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
べ
き

か
が
大
変
だ
。 

　
座
学
時
、
武
藤
教
官
の
「
自
分
の
殻
を

破
れ
。
」
と
い
う
言
葉
を
今
後
の
自
分
の

テ
ー
マ
に
し
て
い
き
た
い
。
自
分
で
限
界

を
作
っ
て
い
た
今
ま
で
の
自
分
を
破
り
た

い
と
感
じ
た
。 

　
私
は
、
今
ま
で
柔
道
を
続
け
て
お
り
、

柔
道
を
し
て
い
る
と
き
は
、
自
信
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
は
疎
か

に
し
て
き
た
。
消
防
士
に
な
っ
た
以
上
、

そ
ん
な
生
き
方
で
は
通
用
し
な
い
と
思
う

の
で
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

し
て
卒
業
し
た
い
。             

　
五
月
に
入
り
、
様
々
な
操
法
の
訓
練
が

始
ま
り
、
覚
え
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
が
、

い
つ
ま
で
も
新
入
生
の
よ
う
な
気
持
で
い

る
の
で
は
な
く
、
人
の
命
を
救
う
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
い
き
た
い
。 

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 

小
松
　
真
文 

 (

由
利
本
荘
市
消
防
本
部)  

菅
原
　
　
裕 

 (

に
か
ほ
市
消
防
本
部)  

赤
川
　
弘
晃 

 (

横
手
市
消
防
本
部)

近
藤
　
哲
矢 

 (

五
城
目
町
消
防
本
部)
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消
防
学
校
へ
入
校
し
て
最
初
の
一
ヶ
月

は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
学
校
で
指
導

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
て
今
後
の
消
防

人
生
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
な
の
で
、
半

年
間
を
通
し
て
し
っ
か
り
と
、
定
着
さ
せ

た
い
と
思
う
。 

　
ま
た
、
本
格
的
に
訓
練
や
講
義
も
始
ま

っ
て
き
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
で

は
、
一
つ
一
つ
の
動
作
に
節
度
を
つ
け
る

こ
と
、
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
を
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
苦
手
な
番
員
も
あ

る
が
、
何
度
も
訓
練
し
て
自
信
を
持
て
る

レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た
い
。
座
学
で
は
、
先

日
消
防
法
の
効
果
測
定
が
あ
っ
た
。
講
義

に
真
剣
に
取
り
組
み
、
復
習
に
も
力
を
入

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
な
り
に
満
足
の

い
く
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
満
点
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
間
違
っ

た
部
分
を
し
っ
か
り
復
習
し
て
、
知
識
向

上
に
努
め
た
い
。
他
の
教
科
に
つ
い
て
も

同
様
に
効
果
測
定
は
あ
る
が
、
効
果
測
定

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
業
務
に
活

か
す
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
講
義
に
臨
ん

で
い
き
た
い
。 

　
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
学
校
生
活
の
流
れ
を

掴
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
が

本
番
だ
と
思
う
。
「
同
じ
失
敗
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
。」
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
一
ヶ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
る
。
最
初
は
友
人
も
ほ
と
ん

ど
い
な
く
、
半
年
間
や
っ
て
い
け
る
か
と

い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
自
分

で
も
不
思
議
な
く
ら
い
、
今
で
は
楽
し
み

な
が
ら
頑
張
れ
て
い
る
。
毎
日
た
だ
過
ご

す
だ
け
で
な
く
、
一
日
の
目
標
を
持
っ
て

過
ご
す
こ
と
で
、
有
意
義
な
一
ヶ
月
に
で

き
て
い
る
と
思
う
。
私
は
以
前
か
ら
食
事

に
と
て
も
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
が
、
消

防
学
校
で
は
皆
食
べ
る
の
が
早
く
、
合
わ

せ
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
食
事
時
間
に
掛

か
る
時
間
が
短
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

最
初
は
六
時
半
に
起
床
す
る
の
が
苦
痛
だ

っ
た
の
だ
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
今

で
は
六
時
二
〇
分
頃
に
自
然
と
目
が
覚
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
活
の
リ
ズ
ム
が
身

に
つ
い
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。 

　
私
は
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

筋
力
に
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
で
体
力

測
定
は
、
現
在
の
自
分
の
実
力
と
課
題
を

知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
今
月

は
競
歩
大
会
が
あ
る
。
部
屋
の
仲
間
と
更

に
一
致
団
結
で
き
る
良
い
機
会
な
の
で
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

　
今
月
の
目
標
は
「
隙
間
時
間
を
有
意
義

に
使
う
こ
と
。
」
な
の
で
、
忙
し
い
朝
な

ど
効
率
的
に
動
い
て
、
時
間
を
う
ま
く
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。 

　 

 

鈴
木
　
裕
也 

 

　
消
防
学
校
に
四
月
九
日
入
校
し
て
か
ら

約
一
ヶ
月
が
経
っ
た
。
入
校
し
た
て
の
頃

は
授
業
の
内
容
が
わ
か
る
か
ど
う
か
、
訓

練
は
つ
い
て
い
け
る
か
、
寮
の
生
活
に
は

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど
と
て
も

不
安
だ
っ
た
。
一
ヶ
月
が
経
過
し
て
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
授
業
内
容
も
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
訓
練
に
も
ま
だ

ま
だ
で
は
あ
る
が
、
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寮
で
の
生
活
も
、
他
の
本
部
の
人
達
と
段
々

打
ち
解
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

思
う
。
そ
う
い
っ
た
反
面
で
、
多
く
の
課

題
と
反
省
点
が
あ
っ
た
。
日
々
の
授
業
で

は
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞
き
、
ノ
ー
ト
を

取
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
い
ざ
効
果
測

定
な
ど
の
復
習
の
勉
強
を
し
て
み
る
と
、

よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
ポ
イ
ン

ト
部
分
が
あ
や
ふ
や
で
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
り
、
自
分
の
復
習
不
足
を
痛
感
し
た

一
ヶ
月
だ
っ
た
。 

　
今
後
は
、
日
々
の
自
習
の
時
間
や
空
い

て
い
る
時
間
な
ど
に
、
一
日
の
復
習
を
し

っ
か
り
と
行
い
、
ど
の
よ
う
な
勉
強
法
が

適
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
し
っ
か
り
と
決

め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
一
日
一

日
を
大
切
に
し
、
立
派
な
消
防
士
と
な
れ

る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。 

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
一
ヶ
月
が
経
っ

た
が
、
他
の
人
達
は
段
々
慣
れ
て
き
た
よ

う
だ
が
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
不
安
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
本
当
に
自
分
が
一
人
前
の
消
防

士
と
し
て
成
長
で
き
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
だ
。 

　
座
学
で
は
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
つ
も
り
だ
が
、
難
し
く
、
覚
え
る
こ
と

も
多
く
て
大
変
だ
。
実
技
の
訓
練
で
も
、

動
き
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
て
同
じ
間
違

い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

入
校
当
初
「
弱
い
気
持
ち
を
直
す
」
と
い

う
目
標
を
立
て
た
が
、
今
の
自
分
は
ま
だ

強
い
気
持
ち
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
何
に
関
し

て
も
取
り
組
め
て
い
な
い
と
思
う
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
武
藤
教
官
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
よ
う
に
、
同
期
の
人
達
と
の
差
が
広

が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
の
状
況
を
打
破

す
る
た
め
今
後
は
、
再
度
自
分
の
目
標
を

明
確
に
し
、
自
分
が
ど
う
し
た
ら
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
め
る
か

を
考
え
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。             

　
一
ヶ
月
間
、
様
々
な
訓
練
を
し
て
き
た

が
、
ま
だ
ま
だ
消
防
士
と
い
う
自
覚
と
責

任
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
五
月
か
ら
は
徐
々

に
、
焦
ら
ず
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。          

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 

　 

 

鈴
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小
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消
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部 
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） 

能
代
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本
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町 

村
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組
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消
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本
部 
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） 

湖
東
地
区
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部 

事
務
組
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消
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部 
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大
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広
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村
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組
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消
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本
部 
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一
ヶ
月
が
過
ぎ
生
活
の
リ
ズ
ム
も
合
い
、

以
前
よ
り
も
有
意
義
な
生
活
を
送
れ
て
い

る
と
思
う
。
入
校
当
時
は
環
境
に
慣
れ
ず

に
い
ま
し
た
が
、
他
の
学
生
と
も
仲
良
く

な
り
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
て

い
る
。 

　
勉
学
で
は
多
く
の
教
科
が
あ
り
、
正
直

大
変
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
聞
い

た
こ
と
の
な
い
用
語
、
法
律
な
ど
一
度
学

ん
だ
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
復
習
し
て
い
き

た
い
。
実
技
で
は
訓
練
礼
式
が
多
か
っ
た
。

一
年
間
勤
務
し
て
き
た
の
で
す
が
、
あ
ま

り
や
っ
た
こ
と
が
な
く
、
一
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
。
後
半
に
な
っ
て
く
る
と
訓

練
礼
式
を
や
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
く

る
と
思
う
の
で
、
他
の
学
生
達
と
自
主
的

に
訓
練
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
他
に
も
様
々

な
訓
練
が
始
ま
り
、
中
で
も
小
型
ポ
ン
プ

操
法
や
ロ
ー
プ
結
索
で
は
昨
年
先
輩
か
ら

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
他
の
人

に
教
え
た
り
す
る
立
場
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
質
問
さ
れ
て
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
、
そ
こ
で
教
官
に
聞
く
機
会
が
生
ま

れ
た
お
か
げ
で
自
分
で
も
勉
強
に
な
っ
た
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
本
格
的
に
訓
練
や
指
導

が
始
ま
っ
て
い
く
の
で
、
気
を
引
き
締
め

て
過
ご
し
て
い
き
た
い
。    

　
第
八
回
東
北
水
防
技
術
競
技
大
会
が
、

五
月
二
五
日
（
日
）
宮
城
県
名
取
市
（
太
白

大
橋
上
流 

名
取
川
河
川
敷
）
で
行
わ
れ
、

本
県
代
表
と
し
て
大
仙
市
消
防
団
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。                  

　
大
会
は
、
東
北
六
県
の
代
表
が
「
月
の

輪
工
」
と
「
シ
ー
ト
張
り
工
」
の
二
種
目

で
、
各
制
限
時
間
一
五
分
内
で
手
順
の
正

確
さ
や
出
来
映
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
所

要
時
間
な
ど
で
競
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
仙
市
消
防
団
で
は
、
大
曲
支
団
か
ら

二
〇
名
を
選
抜
し
、
四
月
中
旬
よ
り
仕
事

が
終
わ
っ
た
夕
方
か
ら
、
一
〇
回
以
上
の

練
習
を
積
み
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。 

　
「
月
の
輪
工
」
で
は
、
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き

と
正
確
な
土
の
う
積
み
で
二
位
の
タ
イ
ム

で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
「
シ
ー
ト
張
り
工
」
は
、
序
盤
若
干
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
も
の
の
、
焦
ら
ず
無

事
工
法
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
成
績
は
奨
励
賞
で
し
た
が
、
審
査
員
か

ら
は
完
成
し
た
「
月
の
輪
工
」
「
シ
ー
ト

張
り
工
」
と
も
し
っ
か
り
と
作
ら
れ
て
お

り
、
出
来
映
え
や
技
術
の
正
確
さ
は
優
勝
、

準
優
勝
チ
ー
ム
と
遜
色
な
い
出
来
だ
っ
た

と
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
六
月
一
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
大
仙
市
水
防
講
習
会
で
は
、
大
会
に
出

場
し
た
選
手
が
講
師
と
し
て
、
広
く
水
防

技
術
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
＝
大
仙
市
総
合
防
災
課
〕 

（ 

　
　
　
　
　
　
　
） 
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大
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開
催
さ
れ
る 
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TEL　(0185）（52）6494　 

（52）6361　 



中
学
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験 

　
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た 
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部 
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部
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報
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五
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
の
三
日
間
、

由
利
本
荘
市
立
本
荘
東
中
学
校
の
二
年
生

六
名
が
本
荘
消
防
署
に
お
い
て
、
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

　
消
防
業
務
の
説
明
を
受
け
た
後
、
消
防

機
材
に
触
れ
、
消
防
服
、
空
気
呼
吸
器
を

装
着
し
、
放
水
も
体
験
し
ま
し
た
。
緊
迫

し
た
雰
囲
気
の
中
、
消
防
士
の
仕
事
に
真

剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
日
目
に
は
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇

生
法
を
学
習
し
ま
し
た
。             

　
最
終
日
に
は
、
救
助
体
験
学
習
が
行
わ

れ
、
熱
画
像
直
視
装
置
を
使
用
し
た
熱
源

探
知
や
は
し
ご
登
坂
訓
練
、
地
上
約
五
メ

ー
ト
ル
に
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
渡
過
体
験
を

し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
職
場
体
験
を
通
し
、
近
い
将
来
、

消
防
職
員
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
生
徒
が
出
て
く
る

こ
と
を
予
感
さ
せ
ら
れ
る
職
場
体
験
学
習

と
な
り
ま
し
た
。 

　〔
情
報
提
供
＝
由
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本
荘
に
か
ほ
支
部
〕

   

建　物 

林　野 

車　輌  

その他 

合　計 

死者数 

負傷者数 

3 

10 

－ 4 

8 

17 

5 

7 

 

－ 5 

－11 

－ 3 

－ 3 

－22 

1 

－ 4

204 

34 

39 

72 

349 

22 

66

101 

24 

18 

29 

172 

15 

30

20 

16 

4 

10 

50 

2 

5

104 

34 

14 

37 

189 

20 

37

15 

5 

1 

7 

28 

3 

1

平成26年 平成25年 同期比較 

５月 累計 累計 ５月 年計 ５月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 第67回秋田県消防大会 

大仙仙北美郷支部開催のお知らせ 

　ＮＨＫ解説主幹　山崎登氏の講演、マーチング

バンド、創作和太鼓のアトラクションもあります。 

　地域の方々も是非お出掛け下さい。 
 
　開催月日　　平成26年６月28日（土） 
　　　　　　　　午後１時から 
　開催場所　　大仙市大曲日の出町 
　　　　　　　　「大仙市大曲市民会館」 

新
し
い
役
員
を
選
出 

平
成
二
六
年
度 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る 
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トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp


